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斑
、
微
小
管
関
連
蛋
白
質
で
あ
る
タ
ウ
蛋
白

（tau

）
か
ら
成
る
神
経
原
線
維
変
化
、
さ
ら

に
神
経
細
胞
死
が
あ
げ
ら
れ
る
。
な
か
で
も

病
態
生
理
に
お
い
て
は
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
前
駆

体
蛋
白
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
Ａ
β
が
、
異
常

凝
集
し
て
神
経
細
胞
を
傷
害
す
る
過
程
が
重

要
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
ア
ミ
ロ
イ
ド
仮
説
）

１
）
２
）。

従
来
脳
ア
ミ

ロ
イ
ド
と
し
て
蓄
積
す
る
不
溶
性
の
Ａ
β
線

維
が
神
経
毒
性
を
発
揮
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
が
、
近
年
、
早
期
・
中
間
凝
集
体
で
あ

る
可
溶
性
オ
リ
ゴ
マ
ー
が
、
よ
り
毒
性
の
強

い
凝
集
体
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
（
オ
リ

ゴ
マ
ー
仮
説
）

１
）
３
）。

　

以
上
の
こ
と
を
背
景
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
、
お

よ
び
オ
リ
ゴ
マ
ー
仮
説
に
基
づ
い
た
Ｄ
Ｍ
Ｔ

開
発
を
目
指
し
た
研
究
が
世
界
中
で
精
力
的

に
行
わ
れ
て
い
る
。

Ａ
β
免
疫
療
法

  Holmes

ら
が
Ａ
β
免
疫
療
法
の
臨
床
試
験

の
剖
検
脳
を
検
討
し
、
Ａ
β
免
疫
療
法
に

よ
っ
て
脳
ア
ミ
ロ
イ
ド
と
し
て
の
老
人
斑
は

有
意
に
除
去
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
方
で
老
人

斑
の
減
少
と
認
知
機
能
の
改
善
が
必
ず
し
も

相
関
し
な
か
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

４
）、

ア

ミ
ロ
イ
ド
仮
説
の
み
で
Ａ
Ｄ
病
態
を
説
明
す

る
の
は
難
し
く
な
り
、
神
経
原
線
維
変
化
の

構
成
蛋
白
で
あ
るtau

が
病
態
の
主
役
を
な

し
て
い
る
と
い
う
考
え
方
が
出
て
き
た
。
ま

た
、Higuchi

ら
は
、
Ａ
β
お
よ
びtau

の
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ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の

疾
患
修
飾
療
法
の
現
況
と
展
望

　
　
─ 

ア
ミ
ロ
イ
ド
仮
説
は
消
滅
し
た
か
？ 

─

内
科
学
講
座 

脳
神
経
内
科
学
部
門 

教
授　

小
野 

賢
二
郎

　

認
知
症
の
中
で
も
最
も
頻
度
の
高
い
疾

患
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
（Alzheimer's 

disease

：AD

）
で
あ
り
、
本
邦
で
は
Ａ
Ｄ

治
療
薬
剤
と
し
て
ド
ネ
ペ
ジ
ル
、
ガ
ラ
ン
タ

ミ
ン
、
リ
バ
ス
チ
グ
ミ
ン
、
メ
マ
ン
チ
ン
の

４
剤
が
使
用
可
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

薬
剤
は
投
与
を
続
け
て
も
対
症
療
法
に
と
ど

ま
る
た
め
、
認
知
機
能
悪
化
の
速
度
を
低
下

さ
せ
る
薬
剤
、
す
な
わ
ち
、
投
与
に
よ
っ

て
Ａ
Ｄ
病
態
の
進
行
そ
の
も
の
を
修
飾
で

き
る
疾
患
修
飾
療
法
（disease-modifying 

therapy

：DMT

）
の
開
発
が
期
待
さ
れ
て

い
る

１
）。　

　

Ａ
Ｄ
の
病
理
学
的
特
徴
と
し
て
は
、
ア
ミ

ロ
イ
ド
β
蛋
白
（
Ａ
β
）
か
ら
成
る
老
人

Ｐ
Ｅ
Ｔ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
た
ヒ

ト
で
の
研
究
に
て
Ａ
β
蓄
積
部
位
は
発
症
時

点
で
既
に
頭
打
ち
に
な
っ
て
い
る
一
方
で
、

Ａ
β
蓄
積
に
続
い
て
生
じ
るtau

の
蓄
積
は

Ａ
Ｄ
の
進
行
と
と
も
に
も
拡
大
し
続
け
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た

５
）。

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
結
果
は
上
述
の
オ
リ
ゴ
マ
ー
仮
説
を
は

じ
め
と
す
る
ア
ミ
ロ
イ
ド
病
態
に
矛
盾
し
な

い
こ
と
か
ら
Ｄ
Ｍ
Ｔ
の
Ａ
β
に
焦
点
を
当
て

た
臨
床
試
験
の
対
象
患
者
は
、
よ
り
早
期
の

Ａ
Ｄ
患
者
へ
移
っ
て
き
た
。

　

２
０
１
６
年
末
に
ヒ
ト
化
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ

ル
抗
Ａ
β
抗
体
で
あ
るsolanezumab

の
第

３
相
試
験
を
ま
と
め
た
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
解
析

の
結
果
、
中
等
症
だ
け
で
な
く
、
軽
症
の
Ａ

Ｄ
患
者
の
認
知
機
能
低
下
も
抑
制
で
き
な
い

こ
と
が
報
告
さ
れ
た

６
）。Solanezumab 

は

主
に
モ
ノ
マ
ー
を
標
的
に
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
オ
リ
ゴ
マ
ー
等
の
Ａ
β
凝
集
体
を

選
択
的
に
標
的
と
す
るcrenezumab7) 

や

aducanumab8)

が
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、

早
期
（
プ
ロ
ド
ロ
ー
マ
ル
期
、
あ
る
い
は

軽
症
）
Ａ
Ｄ
患
者
を
対
象
と
し
た
、
ヒ
ト

化
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
Ａ
β
抗
体
で
あ
る

crenezumab

の
第
３
相
試
験
は
認
知
機
能

低
下
の
進
行
抑
制
が
基
準
に
達
し
な
い
こ

と
か
ら
中
止
が
発
表
さ
れ
た

６
）。

ま
た
、
ヒ

ト
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
Ａ
β
抗
体
で
あ
る

aducanumab

の
プ
ロ
ド
ロ
ー
マ
ル
期
、
あ

る
い
は
軽
症
患
者
に
お
け
る
臨
床
試
験
の
中

間
結
果
で
は
、aducanumab

の
投
与
は
臨

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）	

昭
和
大
学
医
学
部
卒
業

２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）	�

金
沢
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）	�

金
沢
西
病
院
脳
神
経
セ
ン
タ
ー
神
経
内
科
医
長

２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）	

金
沢
大
学
医
学
部
附
属
病
院
神
経
内
科
助
手

２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）	�

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校（
Ｕ
Ｃ
Ｌ

Ａ
）神
経
学
教
室 (David B. Teplow

教
授) 

博
士

研
究
員

２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）	

金
沢
大
学
附
属
病
院
神
経
内
科
助
教

２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）	

金
沢
大
学
附
属
病
院
神
経
内
科
講
師（
医
局
長
）

２
０
１
４
年（
平
成
26
年
） 	

金
沢
大
学
附
属
病
院
神
経
内
科
病
院
臨
床
准
教
授

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
） 	�

昭
和
大
学
医
学
部
内
科
学
講
座
脳
神
経
内
科
学
部

門
教
授（
診
療
科
長
）

現
在
に
至
る

略　
歴

学
会
指
導
医
：

日
本
内
科
学
会
、日
本
神
経
学
会
、日
本
認
知
症
学
会

学
会
理
事・監
事・評
議
員・代
議
員
：

日
本
神
経
学
会
、日
本
認
知
症
学
会
、日
本
脳
血
管・認
知
症
学
会
、日
本
神
経

化
学
会
、日
本
神
経
精
神
医
学
会
、 

日
本
神
経
病
理
学
会
、日
本
神
経
治
療
学

会
、日
本
認
知
症
予
防
学
会
、日
本
神
経
感
染
症
学
会
、日
本
神
経
救
急
学
会　

そ
の
他
：

日
本
脳
卒
中
学
会
、日
本
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
学
会
、日
本
神
経
精
神
薬
理
学

会
、北
米
神
経
科
学
会（Society for Neuroscience

）

２
０
１
３
年	

金
沢
大
学
十
全
医
学
賞

２
０
１
５
年	

日
本
神
経
学
会
賞（
学
術
研
究
部
門
）

２
０
１
６
年	

日
本
神
経
化
学
会
優
秀
賞
、日
本
医
師
会
医
学
研
究
奨
励
賞

２
０
１
７
年	

�

日
本
神
経
治
療
学
会
賞（
学
術
賞
）、東
京
都
医
師
会
医
学
研
究

賞
奨
励
賞

２
０
１
８
年	

風
戸
賞

学
会
資
格
・
所
属
学
会

業
績
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床
的
な
認
知
機
能
低
下
の
投
与
量
依
存
的
な

進
行
を
抑
制
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
ア
ミ
ロ

イ
ド
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
に
お
い
て
ア
ミ
ロ
イ
ド
斑

の
減
少
も
示
さ
れ
た
が

８
）、

主
要
評
価
項
目

が
達
成
さ
れ
る
可
能
性
が
低
い
こ
と
か
ら
一

時
は
中
止
が
発
表
さ
れ
た

６
）。

そ
の
後
、
新

た
な
デ
ー
タ
を
追
加
し
、
18
ヵ
月
間
の
試

験
期
間
を
完
了
し
た
合
計
３
，
２
８
５
例
の

デ
ー
タ
を
解
析
し
た
結
果
、EMERGE
試

験
に
てaducanumab

の
高
用
量
投
与
群
が

主
要
評
価
項
目
で
あ
るClinical Dementia 

Rating-Sum of Boxes

（CDR-SB

）
に
お

い
て
、
78
週
で
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
か
ら
の

臨
床
症
状
悪
化
に
つ
い
て
、
プ
ラ
セ
ボ
投

与
群
に
比
較
し
て
統
計
学
的
に
有
意
な
抑

制
を
示
し
た
。
他
の
認
知
機
能
に
つ
い
て

も
プ
ラ
セ
ボ
投
与
群
に
比
較
し
て
抑
制
傾

向
を
示
し
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
Ｐ
Ｅ
Ｔ
に
よ
り
、

aducanumab

低
用
量
群
お
よ
び
高
用
量
群

の
両
群
に
お
い
て
ア
ミ
ロ
イ
ド
プ
ラ
ー
ク
斑

の
減
少
が
確
認
さ
れ
た

６
）。

　

高
分
子
オ
リ
ゴ
マ
ー
で
あ
る
プ
ロ
ト

フ
ィ
ブ
リ
ル
を
標
的
に
し
た
、
ヒ
ト
化
モ
ノ

ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
で
あ
る
抗
プ
ロ
ト
フ
ィ

ブ
リ
ル
抗
体
の
臨
床
試
験
に
関
し
て
は
第

２
相
試
験
に
お
い
て
18
ヶ
月
の
時
点
で
脳

内
ア
ミ
ロ
イ
ド
蓄
積
の
減
少
と
共
に
認
知

機
能
の
一
部
に
改
善
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
現
在
、
第
３
相
試
験
が
進
行

中
で
あ
る

６
）
９
）。

お
わ
り
に

　

Ａ
Ｄ
の
疾
患
修
飾
を
目
指
し
た
ア
プ
ロ
ー

チ
は
、
Ａ
β
を
標
的
と
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が

現
在
の
と
こ
ろ
主
で
あ
り
、
脳
ア
ミ
ロ
イ
ド

と
し
て
沈
着
す
る
凝
集
最
終
段
階
で
あ
る
線

維
か
ら
早
期
・
中
間
凝
集
体
で
あ
る
オ
リ
ゴ

マ
ー
や
プ
ロ
ト
フ
ィ
ブ
リ
ル
に
研
究
お
よ
び

治
療
標
的
が
シ
フ
ト
し
て
き
た
こ
と
に
伴

い
、
臨
床
試
験
の
対
象
も
プ
ロ
ド
ロ
ー
マ
ル

期
、
あ
る
い
は
軽
症
患
者
に
移
っ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
時
点
で
は
ま
だ
１
つ
の

抗
Ａ
β
療
法
も
承
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も

事
実
で
あ
り
、
今
後
、tau

の
疾
患
修
飾
療

法
を
目
指
し
て
施
行
中
の
第
２
、３
相
臨
床

試
験
の
結
果
に
も
注
目
し
た
い

１
）。

　

２
０
２
１
年
４
月
よ
り
日
本
認
知
症
予
防

学
会　

東
京
支
部　

理
事
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
浅

学
非
才
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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認知症予防学の確立と予防の普及に向けて
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リ
ル
、
パ
ソ
コ
ン
課
題
、
読
書
、
書
字
、
ゲ
ー

ム
、
絵
画
な
ど
の
知
的
課
題
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る

５
）。

近
年
で
は
、
複
数
の
運
動
種

目
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
的
運
動
や
、
運
動

と
認
知
課
題
な
ど
複
数
の
課
題
を
実
施
す
る

こ
と
で
よ
り
認
知
機
能
の
向
上
を
図
る
試
み

も
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
、
運
動
と

認
知
課
題
を
同
時
に
行
う
二
重
課
題
ト
レ
ー

１
．
認
知
症
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

現
在
日
本
人
の
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の

差
は
、
男
性
で
約
９
歳
、
女
性
で
約
12
歳

の
差
が
あ
る
が
、健
康
寿
命
の
延
伸
に
よ
り
、

日
常
生
活
を
自
立
し
て
過
ご
す
期
間
を
で
き

る
だ
け
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
て
い

る
。
厚
生
労
働
省
の
発
表
で
は
、
要
介
護
の

原
因
疾
患
の
第
一
位
は
認
知
症
で
あ
り
、
認

知
症
予
防
に
関
す
る
様
々
な
試
み
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
令
和
元
年
の
認
知
症
施
策
推
進

大
綱
で
は
、
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
認
知

症
と
の
「
共
生
」
と
「
予
防
」
を
軸
に
施
策

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
そ

の
中
で
認
知
症
の
「
予
防
」
は
、
認
知
症
に

な
ら
な
い
、
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、「
認

知
症
に
な
る
の
を
遅
ら
せ
る
」「
認
知
症
に

な
っ
て
も
進
行
を
穏
や
か
に
す
る
」
と
い
う

意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
認
知
症
の
経
過

は
、
認
知
機
能
が
健
常
な
状
態
か
ら
徐
々

に
低
下
を
示
す
と
、
軽
度
認
知
障
害
（Mild 
cognitive impairment, MCI

）
と
な
る
。

認
知
症
予
防
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属
順
天
堂
東
京
江
東
高
齢
者
医
療
セ
ン
タ
ー

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　
理
学
療
法
士

國
枝 

洋
太

さ
ら
に
認
知
機
能
の
低
下
が
原
因
で
日
常
生

活
に
介
助
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
、
軽
度

認
知
症
、
中
等
度
認
知
症
、
重
度
認
知
症
と

進
行
し
て
い
く
（
図
１
）。
予
防
の
概
念
で

は
、
一
次
予
防
と
し
て
発
症
予
防
、
二
次
予

防
と
し
て
発
症
遅
延
、
三
次
予
防
と
し
て
重

症
化
予
防
が
あ
げ
ら
れ
る
。
従
来
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
作
業
療
法
士
を
中
心

に
重
症
化
予
防
、
す
な
わ
ち
認
知
症
の
診
断

後
の
患
者
に
対
し
て
、
生
活
機
能
の
回
復
を

促
す
目
的
で
実
施
さ
れ
て
い
た
。近
年
で
は
、

重
症
化
予
防
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
け

で
な
く
、
発
症
遅
延
や
発
症
予
防
な
ど
の
一

次
二
次
予
防
の
段
階
で
理
学
療
法
士
や
作
業

療
法
士
が
積
極
的
に
認
知
症
の
予
防
を
目
的

と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
場
面

が
増
え
て
き
て
い
る
。

 

２
．
認
知
症
予
防
を
目
指
し
た

　　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

１
）
認
知
症
の
重
症
化
予
防

　
　
（
三
次
予
防
の
視
点
か
ら
）

　

一
般
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
機

能
回
復
練
習
に
加
え
て
、
環
境
や
社
会
因
子

の
調
整
を
行
い
な
が
ら
、
患
者
の
日
常
生

活
に
お
け
る
制
限
を
解
消
し
、
生
活
機
能

を
高
め
る
た
め
に
患
者
ご
と
に
個
別
的
な
目

標
設
定
を
し
て
実
施
さ
れ
る
。
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
は
、
理
学
療
法
士
や
作

業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
が
、
認
知
症
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
そ
の
他
に
も
医
師
や
看
護
師
、
介
護
福

祉
士
、
臨
床
心
理
士
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

な
ど
様
々
な
専
門
職
が
関
わ
っ
て
い
る
。
認

知
症
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ

に
は
、
身
体
活
動
や
記
憶
、
認
知
機
能
の
改

善
に
重
点
を
お
く
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、心
理
面
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
に
重
点
を
お

く
ア
プ
ロ
ー
チ
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
療
法
、

環
境
面
や
介
護
方
法
の
改
善
な
ど
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
に
よ
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
が

異
な
っ
て
く
る
。
先
行
研
究
で
は
、
有
酸
素

運
動
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
運
動
や

音
楽
療
法
な
ど
の
効
果
を
示
す
報
告
が
あ
る

も
の
の
、
エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
と
し
て
は
高

く
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
今
後
の
さ
ら
な

る
エ
ビ
デ
ン
ス
の
蓄
積
が
望
ま
れ
る
。
し
か

し
認
知
症
患
者
の
日
常
生
活
活
動
を
維
持
向

上
す
る
た
め
に
は
、
何
を
す
る
か
（
手
段
）、

の
前
に
、
ど
う
関
わ
る
か
（
接
し
方
）
が
重

要
と
な
る
。
簡
潔
な
指
示
を
心
が
け
た
り
、

患
者
が
混
乱
す
る
場
合
に
は
要
求
を
変
更
し

た
り
、
穏
や
か
で
安
定
し
た
支
持
的
な
態
度

で
接
す
る
こ
と
を
心
が
け
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
１
）。

ま
ず
は
認
知
症
患
者
と
の
信
頼
関
係

を
構
築
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

図１　認知機能低下の経過と予防の概念について

２
）�一
次
予
防
～
二
次
予
防
と
し
て
の
取
り

組
み

　

認
知
機
能
低
下
の
過
程
に
お
い
て
、
Ｍ
Ｃ

Ｉ
は
認
知
症
予
防
の
た
め
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。
Ｍ
Ｃ
Ｉ
は
、
明
ら
か
な
認
知
機

能
の
低
下
を
認
め
る
も
の
の
、
日
常
生
活
は

自
立
で
き
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
認
知
症
と

健
常
な
状
態
と
の
中
間

的
状
態
で
あ
る
。
Ｍ
Ｃ

Ｉ
高
齢
者
は
、
１
年
間

で
約
10
％
前
後
が
認

知
症
に
移
行
す
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
る
一

方
で

２
）、

14
～
44
％

は
認
知
機
能
が
正
常
域

へ
回
復
す
る
こ
と
も
報

告
さ
れ
て
い
る

３
）。

す

な
わ
ち
Ｍ
Ｃ
Ｉ
を
早
期

に
発
見
し
、
様
々
な
工

夫
を
行
う
こ
と
で
将
来

の
認
知
機
能
低
下
を
予

防
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
。
一
次
予
防
も
し
く

は
二
次
予
防
と
し
て
認

知
機
能
の
改
善
を
目
的

と
し
た
介
入
の
先
行
報

告
で
は
、
有
酸
素
運
動

や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
太
極
拳
な
ど
の
運

動
４
）、

計
算
や
漢
字
ド

一次予防
二次予防
三次予防

日常生活

現在のリハビリテーション

従来のリハビリテーション
予防概念

健常 軽度
認知症

MCI
軽度認知障害

中等度
認知症

重度
認知症

自立 非自立

根治・発症予防

重症化予防
発症遅延
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ニ
ン
グ
の
効
果
も
報
告
さ
れ

６
）、

様
々
な
自

治
体
や
医
療
機
関
で
実
践
さ
れ
て
い
る
（
図

２
）。
二
重
課
題
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
健
常

高
齢
者
に
お
け
る
加
齢
に
伴
う
前
頭
前
野
認

知
制
御
シ
ス
テ
ム
の
可
塑
性
や

７
）、

Ｍ
Ｃ
Ｉ

高
齢
者
に
お
け
る
全
般
的
認
知
機
能
お
よ
び

記
憶
機
能
の
改
善
、
脳
皮
質
萎
縮
の
軽
減
な

ど
の
効
果
も
報
告
さ
れ
て
い
る

８
）。

　

運
動
と
認
知
課
題
の
同
時
二
重
課
題
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
で
き
れ
ば
息
が
は
ず
む

程
度
の
中
等
度
負
荷
の
運
動
強
度
が
望
ま
し

い
。
運
動
課
題
で
は
、
足
踏
み
や
ま
た
ぎ
動

作
、
サ
イ
ド
ス
テ
ッ
プ
、
歩
行
運
動
な
ど
を

取
り
入
れ
る
。
認
知
課
題
で
は
、
数
唱
や
計

算
、
語
想
起
、
倍
数
手
拍
子
、
し
り
と
り
な

ど
考
え
る
必
要
が
あ
る
課
題
を
選
択
す
る
。

運
動
課
題
と
認
知
課
題
を
同
時
に
実
施
し
た

際
に
、
時
々
間
違
え
て
し
ま
う
程
度
の
難
易

度
で
各
課
題
を
行
う
と
効
果
的
で
あ
る
。
認

知
機
能
の
改
善
を
目
指
す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

は
、
や
ら
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
な
く
、

自
ら
楽
し
ん
で
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践

が
重
要
で
あ
り
、
課
題
の
完
遂
に
よ
り
達
成

感
を
得
ら
れ
る
こ
と
、
何
度
で
も
挑
戦
し
た

く
な
る
よ
う
な
、
で
き
そ
う
で
で
き
な
い
難

易
度
の
課
題
を
選
択
す
る
こ
と
な
ど
、
よ
り

効
果
を
高
め
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
提
供
側

も
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る

９
）。

我
々
の
調
査

で
は
、
運
動
と
認
知
課
題
の
二
重
課
題
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
地
域
在
住
高
齢
者
だ
け
で

な
く
、
専
門
機
関
で
Ｍ
Ｃ
Ｉ
と
指
摘
さ
れ
た

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
場
合
に
も
、
記
憶
機

能
や
注
意
機
能
、
遂
行
機
能
な
ど
の
認
知
機

能
の
改
善
に
効
果
を
示
す
可
能
性
が
示
唆
さ

れ
た
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
い
、
他
者
と
の
交
流
機
会
が
減
少
し
て

い
る
。
社
会
交
流
の
機
会
は
、
外
出
機
会
に

な
る
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
体
験
、
気
分
転

換
、
知
的
活
動
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機

会
、
社
会
的
役
割
の
認
識
、
や
り
が
い
な
ど

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
な
ど
、
脳
活
性
化

の
貴
重
な
機
会
と
な
る
。「
通
い
の
場
」
へ

２
～
３
年
以
上
通
い
続
け
た
参
加
者
は
、
そ

の
通
い
の
場
が
運
動
の
教
室
、会
食
の
教
室
、

喫
茶
や
趣
味
の
教
室
な
ど
ど
ん
な
教
室
に
限

ら
ず
、
非
参
加
者
と
比
較
し
て
有
意
に
要
介

護
要
支
援
が
抑
制
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
る

10
）。

認
知
機
能
低
下
予
防
を
目
指

し
た
取
り
組
み
の
場
は
、
認
知
機
能
改
善
の

た
め
の
教
室
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
長
期
的

な
「
通
い
の
場
」
と
な
り
社
会
交
流
の
場
と

な
る
こ
と
で
、
高
齢
者
に
お
け
る
健
康
寿
命

の
延
伸
に
寄
与
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
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．
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図2　二重課題トレーニングの実践場面

　すべての課題が、全身運動＋認知課題の組み合わ
せで構成されたプログラムを行う（2018年2月5日
撮影）。
ａ：�グループでのトレーニング場面。自分の課題に
気を配るだけでなく、他者の反応にも意識を向
け、グループで共通の目標に対し課題に取り組む。

ｂ：�2人1組でのトレーニング課題場面。相手の反応
を考慮した対応が必要になる。

（國枝洋太，荒川千晶．認知症の重症化予防．理学療法
ジャーナル 2021, 55(3); 269-275より引用，一部改変）
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　ますます高齢化する社会において、認知症のご本人に対する対
応力の向上が望まれているのみならず、介護者の皆様への対応も
重要性を増しています。
　このような現状において、日本認知症予防学会は認知症に対す
る十分な知識を有し、認知症予防に関する技術を兼ね備えた専門
家を養成することを目標とし、認知症予防専門士の資格を認定し
ています。
　日本認知症予防学会東京都支部は、認知症に携わるあらゆる職
種の皆様や認知症予防専門士の資格取得を目指す方たちに向けて
Web講演会を企画いたしました。認知症に関する基礎知識のみで
はなく、認知症予防の最前線で活動をされている皆様に実践的な
講演をお願いしております。Web講演会をご視聴いただくことで、
認知症予防専門士を目指す皆様には新規認定のための３単位が付
与され、既に認知症予防専門士を取得している皆様には資格更新
のための３単位が付与されます。
　是非Web講演会をご視聴いただき、認知症に対する知識をブラッ
シュアップしていただきたく思います。

認知症とは 認知症施策
倫理と権利擁護

認知症の予防
1次予防～3次予防

アルツハイマー型
認知症  MCI

姿勢・動作改善による
認知症予防の可能性

認知症カフェや
家族会の実際

認知症予防
リハビリテーション

ダンスによる予防

鈴木 正彦

繁田雅弘

荒川千晶 岩田 淳

菅原利之 中島由利子様

國枝洋太PT 山田碧Dr

日本認知症予防学会 東京都支部長
東京慈恵会医科大学葛飾医療センター
脳神経内科教授 東京慈恵会医科大学精神医学講座

医療法人社団礼恵会
むすび葉クリニック渋谷

東京都健康長寿医療センター
脳神経内科部長

加圧＆パーソナルスタジオ
銀座ＴＲＵＥコンディショニングトレーナー

NPO法人介護者高齢者支援・
けあポート

順天堂大学医学部附属順天堂東京
江東高齢者医療センターリハビリ
テーション科

東京都済生会中央病院
認知症疾患医療センター医員

1講演 1講演

1講演 1講演

2講演 2講演

2講演 2講演

2021年4 17Sat
2021年10 16Sat

2021年7 17Sat
2022年1 22Sat

荒川千晶司会 荒川千晶司会

荒川千晶司会鈴木正彦司会

主催 日本認知症予防学会東京都支部
URL：https://www.tokyoninchishou.org/

賛助会員募集中

　

東
京
支
部
会
員
な
ら
び
に
関
係
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま

す
御
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
４
月
を
迎
え
た
と
は
い
え
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
へ
の
懸
念
は
払
拭
で
き

ず
、
３
密
回
避
と
自
覚
あ
る
行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
東
京
都
支

部
で
は
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
講
演
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
講

演
は
年
間
４
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
内
容
は
わ
か
り

や
す
く
か
つ
現
場
で
役
立
て
て
頂
け
る
も
の
を
立
案
し
ま
し
た
。

　

各
講
演
会
は
２
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
第
１
部
は
認
知
症
予
防
専
門

士
の
資
格
取
得
を
目
指
す
皆
様
や
認
知
症
に
関
す
る
知
識
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
た
い
皆
様
に
向
け
て
、「
認
知
症
予
防
専
門
士
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ

ク
」
の
内
容
を
勘
案
し
た
講
演
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

第
２
部
は
地
域
で
認
知
症
予
防
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

皆
様
に
依
頼
し
、
現
場
の
貴
重
な
活
動
内
容
を
含
め
た
講
演
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
度
は
、
認
知
症
予
防
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ダ
ン
ス
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
講
師
の

皆
様
や
認
知
症
カ
フ
ェ
・
家
族
会
の
立
ち
上
げ
・
運
営
に
経
験
が
豊
富
な

講
師
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
も
不
透
明
な
中
、
混
沌
と
し
た
社
会
情
勢
で
は

あ
り
ま
す
が
、
皆
様
方
と
と
も
に
東
京
都
支
部
の
理
念
で
あ
る
、
人
と
し

て
輝
く
続
け
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
今
年

度
も
引
き
続
き
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
１
年
４
月
１
日

支
部
長　

鈴
木
正
彦

Ｗｅ
ｂ
講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ
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　日本認知症予防学会東京都支部は、認知症に携わるあらゆる職種の皆様や認知症予防専門士の資格取得
を目指す方たちに向けてWeb講演会を企画いたしました。認知症に関する基礎知識のみではなく、認知
症予防の最前線で活動をされている講師に実践的な講演をお願いしております。
　是非Web講演会をご視聴いただき、認知症に対する知識をブラッシュアップしていただきたく思います。
　今後は、認知症予防専門医を対象としたWeb講演会も企画していく予定です。

【再生方法について】
下記画像をクリック後、ログイン ID/ パスワードをご入力ください。
ログイン IDは支部会員番号、パスワードは事務局より付与されたものになります。
（視聴状況の確認を行いますので、ログイン IDはお間違いのないようご注意ください。）
ログイン後に再生ボタンをクリックすると開始します。
再生後は、一時停止 / 再生の操作のみが有効となっております。
当日は、公開時間 150 分（予定）の間に全て視聴できるようにご準備をお願い致します。

開催日時　2021年4月10日(土) 16：00～ 17：00（ZoomによるWEB会議）
決定事項
１　第10回日本認知症予防学会学術集会において、東京都支部セッションを開催する。
　　日時　6月25日（金）15：40～18：40（認知症予防学会学術集会HPにて確認可能）
２　東京都支部理念発表、承認 

３　日本認知症予防学会東京都支部主催Web講演会は4月17日配信開始する。
　初回の配信については、東京都支部会員限定視聴とし、専門士の単位を付与する。
　�視聴時間確認を基に単位付与（本部へ提出）。今後の開催は年4回予定（4月、7月、10月、1月）とし、
1回2演題（1演題あたり45分間）とする。講演内容は1演題目、東京都支部理事が担当し認知症予防専
門士のテキストに基づき講演、2演題目はコメディカルの講師からケア・予防など現場の最新情報など
発信予定。

４　�新理事「昭和医大小野賢二郎先生」就任及び二宮事務局長交代の承認。新理事は会報およびHPにて
紹介する。

５　事務局より以下報告し承認された。
　　① 収支報告及び会員数（48名）   ② 支部新規会員登録に伴う会員番号付与について
６　2021年度会報発行は年間4回とし、発行月　4月・7月・10月・1月　とする
７　東京都支部専用HPのリニューアルについて報告され承認された。
その他、専門医web講演会・今年度学術集会・ホームページリンク先拡大・会報への広告掲載など検討された。

人として輝き続ける
社会の実現を目指して基本理念

画像をクリック後、ログイン ID/パスワードを
ご入力ください。

画面が切り替わりご視聴が可能となります。

※単位付与につきましては、別ページに詳細説明をしております。

Ｗｅｂ講演会

第６回認知症予防学会東京都支部理事会議事録　要旨
事務局長　大津陽子
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　東京都支部では「人として輝き続ける社会の実現を目指して」という理念を新たに掲げました。理念
を実現するためには、認知症に関する情報を会員の皆様に発信できることが大切であり、東京都支部で
はホームページをリニューアル致しました。支部会員はホームページからWeb講演会の視聴が可能と
なっています。
　また新規に支部入会を考えていらっしゃる方には、会員・賛助会員申込フォームを用いることで、入
会手続きも簡易に行えるようにしました。
　新規にご入会いただくと、認知症予防専門士の単位付与、年 4回発行の支部会報閲覧、支部学術集会
への参加などが可能となります。

リニューアル HP・・・https://www.tokyoninchishou.org

≪入会の資格≫
　認知症予防に関心をお持ちの方

≪入会の手順≫
　入会を希望される方は、規約をご参照の上、各ページの入会申込フォームまたは FAX用申込書ダウン
ロードからお手続きください。初年度年会費お振込み完了後にご入会申込手続き完了致します。

　

 
【年間費振込み先】
　振 込 先 : 三菱 UFJ 銀行 新富町支店　（普通）　0183700
　口座名義 : 日本認知症予防学会 東京都支部 支部長 鈴木正彦
　　　　　　（ニホンニンチショウヨボウガッカイ トウキョウトシブ シブチョウ スズキマサヒコ）

【年会費】
  正 会 員　1,000 円
  賛助会員　30,000 円（1口）

【入会年度】本会の事業年度は、毎年 4月 1日から翌年 3月 31日までです。

入会申請について

入会申請1

初年度年会費の支払い2

入金確認（事務局）後、理事会で承認3

会員番号の通知4

東京都支部だより
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【Web講演会】
【正会員】
　既に認知症予防専門士を取得している皆様には資格更新のための 3単位が付与されます。
※�当支部事務局は、視聴時間が規定（講演時間の 1/2 以上）を満たしているかを確認後、当学会事務局（本部）へ「単
位付与申請書」を発行いたします。
　万が一視聴時間が規定に満たない場合はご連絡いたします。

【新規入会】
　東京都支部には全国どこからでも、また、どなたでも参加できます。
　日本認知症予防学会本部との連携のもと、認知症に関わる人材育成に積極的に取り組んでいます。特
にコロナ禍の現状においても関係者・関係団体のスキルアップと認知症予防専門士制度による人材育成
に向けて活動を開始します。
　当支部に入会いただくと支部長証明書を発行し 5単位付与となります。
　なお、支部長証明書は郵送させていただきます。
※�既に当支部会員で認知症予防専門士の資格をお持ちでない方には、認知症予防専門士新規認定の単位として支部長
証明書を発行し 5単位付与となります。

支部長証明書
氏　　　名	 〇〇　〇〇

会 員 番 号	 T 〇〇 - ●●●

発行年月日	 〇〇年〇月〇〇日

東京都支部	 支部長　鈴木　正彦　　　　㊞

　表紙画像をクリック後、当支部発行パスワードを入力すると最
新号を含め今までの発行号をご覧いただけます。
　2021年  1月号
　2020年11月号
　2020年  7月号
　2020年  6月号
　2020年  5月号
　2020年  4月号
※パスワードにつきましては、ご入会後ご連絡致します。

リニューアルに際して新たな団体を追加致しました。
さまざまな活動を行っておりますのでご覧いただきたく存じます。

単位付与

会報閲覧

関連LINK
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フ
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イ
ル
予
防
の
た
め
の

　
３
つ
の
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富
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が
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３
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３
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ど
れ
か
一
つ
だ
け
を
頑
張

る
の
で
は
な
く
、
３
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に
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に
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。
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「
国
家
戦
略
と
し
て
の
フ
レ
イ
ル
予
防
」

●
超
高
齢
化
に
お
け
る

　
フ
レ
イ
ル
予
防
の
役
割

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
今
す
で
に
国

民
の
３
人
に
１
人
が
高
齢
者
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
２
０
５
０
年
に
は
国
民
の
４

割
が
高
齢
者
と
な
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
お

り
、
少
子
化
の
問
題
も
相
ま
っ
て
、
高
齢
者

１
人
を
1.2
人
の
現
役
世
代
が
支
え
る
肩
車
型

の
社
会
が
到
来
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
自
立
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活
を
送
り
、
生

き
生
き
快
活
な
高
齢
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送
る
に
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身
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が
健
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あ
る
だ
け
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あ
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献
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住
民
活
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処
方
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地
域
の
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め
ら
れ
ま
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ま
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従
来

の
健
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つ
な
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運
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は
な
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多
様
な
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会
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活
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底
上
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に
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健
康
寿
命
の
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伸
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し
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い
も
の
で
す
。
そ
の
実
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に
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て
、

世
に
出
て
き
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新
た
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で
す
。

　
フ
レ
イ
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加
齢
に
伴
う
生
理
的
な
予
備

能
力
の
低
下
の
た
め
、
様
々
な
ス
ト
レ
ス
に

対
す
る
抵
抗
力
・
回
復
力
が
低
下
し
た
状

態
で
あ
り
、
生
活
機
能
障
害
、
要
介
護
状

態
、
死
亡
な
ど
の
転
帰
に
陥
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ヒ
ト
は
健
常
な
状

態
か
ら
、
筋
肉
減
弱
（
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
）
状

態
も
経
て
、
さ
ら
に
生
活
機
能
が
全
般
に
衰

ら
の
解
析
結
果
を
紹
介
し
た
い
。
自
立
高
齢

者
約
５
万
人
弱
の
悉
皆
調
査
の
デ
ー
タ
で

は
、
日
常
生
活
に
組
み
込
ま
れ
た
定
期
的
に

習
慣
化
さ
れ
た
活
動
３
種
類
（
①
身
体
活
動

と
い
う
運
動
習
慣
、
②
文
化
活
動
、
③
地
域

活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）
別
に
、
フ
レ

イ
ル
に
な
っ
て
い
る
リ
ス
ク
の
高
さ
を
比
較

し
て
み
ま
し
た
。
ま
ず
は
３
つ
と
も
習
慣
的

に
行
っ
て
い
る
方
と
比
較
し
、
３
つ
全
て
を

行
っ
て
い
な
い
方
で
は
フ
レ
イ
ル
の
リ
ス
ク

は
約
16
倍
で
し
た
。
さ
ら
に
興
味
あ
る
結
果

と
し
て
は
、
運
動
習
慣
だ
け
の
群
よ
り
も
、

運
動
習
慣
だ
け
無
い
が
文
化
活
動
と
地
域
活

動
を
定
期
的
に
や
っ
て
い
る
群
が
約
３
分
の

１
の
リ
ス
ク
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
純
粋

な
運
動
習
慣
を
持
つ
こ
と
だ
け
が
フ
レ
イ
ル

予
防
に
通
じ
る
の
で
は
な
く
、
た
と
え
他
の

多
岐
に
わ
た
る
活
動
で
も
「
地
域
に
出
て
、

常
に
人
と
の
つ
な
が
り
、
生
き
が
い
・
や
り

が
い
・
目
標
な
ど
を
持
ち
な
が
ら
継
続
的
に

日
々
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
い
う
だ
け
で
も

十
分
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
を
意

味
し
て
お
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
純
粋
な
運

動
で
は
な
く
て
も
、
こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ

は
結
果
的
に
歩
数
も
多
か
っ
た
り
、
身
体
活

動
量
も
高
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、い
わ
ゆ
る
「
非
運
動
性
（
活
動
）

熱
産
生
＝NEAT (Non-Exercise-Activity 

Thermogenesis)

」
を
意
味
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
運
動
以
外
の
身
体
活
動
量
の

高
さ
で
も
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
非
常

１
９
９
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